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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アルドケト還元酵素スーパーファミリーのメンバーです。このファミリーのメンバーは、その構造（進化的に高度に保存されたTIMバレル）と機能（NAD(P)H依存性のカルボニル基の酸化還元）によって特徴付けられます。この遺伝子の転写産物はヒト精巣標本で報告されています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2012年8月],触媒活性：1,5-無水-D-グルシトール + NADP(+) = 1,5-無水-D-フルクトース + NADPH.,機能：NADPH依存性の1,5-無水-D-フルクトース（AF）から1,5-無水-D-グルシトールへの還元を触媒します。さまざまなアルデヒドやキノンの還元を触媒することもできます。,類似性:アルド/ケト還元酵素ファミリーに属します。,組織特異性:精巣特異的です。,
	研究分野
	-
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	AKR1CL2抗体を用いたHepG2細胞およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AKR1CL2 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：500に希釈したAKR1CL2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

